
20

広報あぐい　２０１２年１１月１５日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

人
権
は
、
幸
福
な
人
生
を
送
る
た
め
に

最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
人
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
内
外
を
問
わ

ず
、
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と

に
よ
り
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
員
と
な
っ
て
、

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
二
月
六
日（
木
）午
後
一
時

〜
午
後
三
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
三
〇
五
号
室

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
６
）

�
　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
義

援
金
の
受
付
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
義
援
金
の
申
し
出
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二

十
五
年
三
月
二
十
九
日（
金
）ま
で
延
長
し

ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
に
受
け
付

け
を
開
始
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
義
援

金
が
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
を
通
じ
て
被

災
地
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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□
問
い
合
わ
せ
先　

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
４
６
）

�
　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
地
域

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
十
一
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強
調
月
間
」
と

定
め
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ

て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
青
少
年
の

育
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
十
一
月
一
日（
木
）に
阿
久
比

駅
前
で
、
青
少
年
健
全
育
成
地
区
推
進
員

の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
青
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
を
見
直
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
十
二
月
十
日
に
国
際

連
合
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
国
際
連
合
は
、
十
二
月
十
日
を
「
人

権
デ
ー
」（H

um
an
R
ights

D
ay

）」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人

権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
、
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
第
六
十
四
回

人
権
週
間
」
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
と
し

て
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
〜

考
え
よ
う 
相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜
」
を
掲
げ
、
次
の
事
項

を
強
調
事
項
と
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
社
会
参
加
を
進

め
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
は
や
め
よ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

に
取
り
組
も
う

◎「
人
権
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

十
二
月
九
日
（
日
）
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

　
（
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）

　
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

愛
知
県
大
会
」
の
最
優
秀
賞
の
表
彰
式

お
よ
び
受
賞
作
品
の
発
表
、「
第
三
十
九

回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
優
秀
作
品
の
展
示

◎
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
人
権
相
談
、

子
ど
も
の
人
権
相
談
、
女
性
の
た
め
の

人
権
相
談
を
開
催

　

日
時
・
場
所　

十
二
月
九
日（
日
）午
前

十
時
〜
午
後
四
時
・
名
鉄
百
貨
店
本
館

十
階
「
友
の
会
文
化
教
室
」

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部
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